
受水槽内塩素消費量実態調査の成果概要 

1 調査目的 

千葉県水道局では、「おいしい水づくり計画」で給水栓の残留塩素を多くの人が塩素臭を感じないとさ

れる0.4mg/ℓ以下に低減することを目標としている。残留塩素の低減にあたっては、受水槽内の塩素消費

量を把握する必要があることから、平成23年度から平成25年度の3箇年で実態調査を行った。 

2 調査方法 

(1)使用中の受水槽を対象とした調査（A調査） 

①調査箇所：8箇所 

②調査時期：水温の影響を確認するため、冬期（25年2～3

月）及び夏期（25年9月）毎に連続10日程度 

③測定項目：・受水槽流入出水の残留塩素･水温 

・受水槽の流入量 

・高置水槽以下給水栓の残留塩素・水温（夏期、2箇所のみ） 

④測定位置：図.1に示すとおり 

(2)長期に使用停止している受水槽を想定した調査（B調査） 

①調査箇所：3箇所 

②測定位置：図.2に示すとおり 

③測定項目：受水槽内の残留塩素・水温 

④調査時期：平成24年10月24日～平成25年10月2日 

3 分析結果 

 (1)使用中の受水槽を対象とした調査（A調査） 

残留塩素の減少は、一般的に(1)式で定義されている 1)。 

･･･(1) 

ここで、t：時間(hr)、Ct：時間 t における残留塩素(mg/ℓ)、

C０：初期残留塩素(mg/ℓ)、 k：残留塩素減少速度係数(hr-1)で

ある。 

今回、受水槽 8 箇所の調査結果から 60 データを抽出し、(1)

式の残留塩素減少速度係数 k を目的変数とする回帰分析を行い、

「水温」及び「定期清掃」を説明変数とする(2)式の予測モデ

ルを作成した。 
 

･･･(2) 

ここで、T：水温（℃）、D：定期清掃の有無（有：0、無：1）である。 

(2)式から算出した塩素残存率の推定結果を図.3 に示す。残留塩素が半減する日数は、定期清掃有りで

2日程度、無しで 1日程度となり、定期清掃の有無が大きく影響することがわかった。 

(2)長期に使用停止している受水槽を想定した調査（B調査） 

B 調査の結果から、長期に使用停止している受水槽内の残留塩素は、佐藤らの研究 2)で示されている

(3)式の予測モデルで推定できることを確認した。結果例を図.4に示す。 
 

･･･（3） 

ここで、kb：残留塩素減少速度係数(h-1)[TOC]：TOC 濃度(mg/ℓ)、

C0：初期残留塩素濃度(mg/ℓ)、Ea：活性化エネルギー(=39000(J/mol))、

T：水温(K)、R：気体定数(=8.314J/(K･mol))、tb：塩素添加からの経

過時間(hr)である。 

(3)受水槽流入時の必要残留塩素の推定 

残留塩素の低減可能量を検討するため、受水槽流入時に必要となる

残留塩素を、一般的な減少式である(1)式から変換した(4)式により推

定した。 
 

･･･(4) 
 

ここで、Cout：受水槽流出時に必要な残留塩素（=0.23(mg/ℓ)）、

Cin：受水槽流入時に必要な残留塩素(mg/ℓ)である。 

なお、受水槽流出時に必要とする残留塩素は、「配管・高置水槽で

の塩素消費量」0.13mg/ℓ（図.5 参照）と「給水栓で必要な残留塩素」

0.1mg/ℓ を合わせて 0.23mg/ℓ とした。 

また、式中の残留塩素減少速度係数 k については、定期清掃は適切に

行われていることを条件に(1)式で算出した。推定結果を図.6に示す。 

4 残留塩素の低減化に係る滞留日数の基準設定 

当局の受水槽設計基準では、滞留日数を約 0.5 日となるよう設計することになっている（有効容量＝一

日最大使用水量の 4/10～6/10）。仮に滞留日数の基準をこの 2倍の 1日とすると、受水槽流入時の残留塩

素は 0.3mg/ℓ 程度あれば良いが、5割の受水槽で給水栓の残留塩素が 0.1mg/ℓ を下回る恐れがある。 

また、9割の受水槽で給水栓の残留塩素を 0.1mg/ℓ 確保しようとすると、受水槽流入時の残留塩素は最

夏期で 0.69mg/ℓ 程度必要となり、これ以上の残留塩素の低減は困難となる。 

5 既往文献との比較 

先行して同様の調査を実施している東京都水道局では、

調査結果から受水槽滞留日数の基準を 1 日とし、配水管

の残留塩素管理目標値を 0.30mg/ℓ※としている。この値

は、図.6に示した推定結果とほぼ合致している。 

※ 貯水槽水道内の塩素消費量(0.15mg/ℓ)3)＋給水栓残留

塩素(0.1mg/ℓ)＋測定誤差(0.05 mg/ℓ) 

6 今後の進め方 

「おいしい水づくり計画」の水質目標を達成するため

には、滞留時間の短縮、定期清掃の実施等受水槽の適正

管理に係る指導・助言を検討する必要がある。 
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図.3 塩素残存率の推定結果 

 

図.6 受水槽流入時の必要残留塩素の推定結果 
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図.4 B調査の結果例 

 

 

図.5 (4)式の設定値  

 

 

図.1 A 調査の調査位置 
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図.2 B調査の調査位置 
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